第６学年　　　道徳科指導案
　　　　　　
１　主題名　「私の役割ってなんだろう？」C－よりよい学校生活、集団生活の充実
２　教材名「子ども会のキャンプ」（出典：光村図書　道徳６きみがいちばんひかるとき）
３　主題設定の理由
（１）ねらいとする価値について
　　この段階においては、子どもたちが小学校の高学年としての自覚をもち、行動することが必要である。最高学年として学校における学級集団、児童会やクラブなどの異年齢集団だけでなく、地域社会においても、遊び仲間や各種少年団体などの身近な集団において、責任ある立場を任されたり、それに近しい立場で活動したりすることが増えてくる。自分の立場やその集団の向上に資する自分の役割、個人の力を合わせ、チームとして取り組んでこそ達成できることなどを自覚して、さまざまな活動に積極的に参加できるようにしていくことが重要である。さまざまな集団での活動を通して、集団を支えているのは自分たち自身であるということに気付かせると同時に、集団における自分の役割を自覚し責任を果たそうとする態度を育て学級や学校、身近な集団を愛する心を具体化できるようにしたい。
　（２）児童の実態
　　子どもたちは、６年生として、１年生とペア学級の交流活動を行ったり、運動会で５年生とともに組体操を作り上げたりと異なる年齢集団のなかで活動することが増えた。その中で、ペア学級の子と遊ぶ活動の際には、自分たちが楽しむよりも１年生の子たちが楽しめるように活動内容を工夫したり、どうすればペア学級の子たちが笑顔になれるのか話し合ったりしてきた。また、本校は、通学班登校のため、近所の下級生とともに並んで登校し、通学班の班長や副班長として交通安全やまとまって移動する際のマナーについても他の子どもの手本となってきた子どもが多くいる。そのため、他の学年の子どもに優しく接しようとする気持ちをもつ子どもは多い。集団のリーダーとしての自覚や求められる役割に答えようとする子どもが増えてきた。小学校生活の残り半年が今まで以上に充実した時間となるようにするために、子どもたちが自らの立場を鑑みて、今いる集団をよりよくするためにはどうしていくとよいのか、そして自分がそのためにどんなことができて何をしなければならないのか考えて行動できるようになってほしい。ときには、自分がその行動を行うときに不安になることがあるかもしれないが、自分に求められていることの意味を考え、集団のために精一杯行動できるようになってほしいと考え、本主題を設定した。
　（３）教材について
　　６年生の明葉は、子ども会のキャンプで班長を任せられ、少し不安を感じながら参加する。キャンプ２日目に事件が起こる。食器を運んでいた３年生のむつみが石に躓き、カレーなべを運んでいた5 年生のさとしとぶつかってカレーがこぼれてしまう。明葉は、他の班からカレーを分けてもらいに回り、鍋半分の量のカレーを集めることができる。班にもどった明葉は、むつみを諭し「わざとではなくても失敗は失敗として謝ろう」と促し、一緒に謝る。まわりから「一生懸命やっていたのだから、しかたがないよ」と励ます声が出され、やがてむつみにも笑顔が戻る。そんな明葉に対しては、評価や感謝の言葉がかけられ、キャンプが小学校最後の夏休みのいい思い出として、明葉の心に残るという話である。
子どもたちは昨年、緑の学校で実際にカレー作りを経験している。そのため、導入でカレー作りの大変さを想起しつつ、「もしそのときに鍋をひっくり返してしまっていたらどうしただろう」と問いかけ、子どもたちの「今のわたし」がどのように考え、行動するのか見つめられるようにする。その後、明葉が班長としての役割を果たせたという記述をもとに、班長としての仕事や明葉の不安について学級で話し合う。その際には、ハンドサインを用い、子どもたちが他の仲間がどのような意見をもっているのか明確になるようにする。最後に、自分が今どんな役割を求められているのか「新しいわたし」として振り返る。
（４）身近な問題として意識付けるために
　　後期の小学校最後の委員会として、６年生としてどんなことができるのか問いかけることで、最高学年としての思いをより高める。
４　本時の学習指導
（１）本時のねらい
　　自分に任された役割に気付き、不安で大変なこともあるけれど、自分にできることを精一杯考えて、実行しようとする心と態度を育てる。
（２）準備　教師：発問文を書いた絵カード
（３）本時の展開
	時間
	学習活動の流れ
	教師の支援と評価（◆）
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	こんなとき、あなたならどうしますか。


１　教材の挿絵を見て、同じ状況なら自分がどうするのか考えて、「今のわたし」として道徳ノートに書く。
　・こぼした人にきつく言ってしまう。
　・しょうがないからそのまま少ないカレーを食べる。
　・周りのみんなに謝りまくる。
どうしてこのキャンプが明葉の心に残ったのだろうか。


２　教材を読んで、話し合う。
　・カレーはこぼれたけど分けてもらえてなんとかなったから。
　・大変なことがあったけれど、最後にはなんとかなったから。
　・大学生の人に班長のことをほめてもらえたから。
　・大変なことをみんなで乗り切ることができたし、こぼしちゃった人のフォローもなんとかなったから。
〈班長の役割は何か〉
　・みんなをまとめる。
　・困っている子を助ける。
　・時間に気をつける。


[bookmark: _GoBack]３　本時の話し合いを終えて、「自分の役割」について後期の委員会でどんなことをできるのか考えを「新しいわたし」道徳ノートにまとめる。
・これからの翼小学校でも続けられる取り組みや企画を考える。
	


・場面のイメージを膨らませやすくするため、昨年
度緑の学校で行ったカレー作りの様子を思い出す
よう助言する。






・明葉がどうして不安だったのか問いかけることで、明葉のどうしたらよいのかという迷いに寄り添えるようにする。
・話し合いで異なる立場からも考えられるようにするため、また、自分の意見に近い子や異なる意見の子が発言した子から視覚的にわかるようにするため、ハンドサインを設定する。
・より教材の状況を理解し、発問に対して考えを深められるようにするため、もし明葉が異なる行動をしていたらどうなったのか問いかける。
・今後の道徳的実践力を養っていくため、最後の委員会活動で自分にどんな事ができるのか考えるよう問いかける。◆自分に任された役割に気付き、不安で大変なこともあるけれど、自分にできることを精一杯考えて、実行しようとする心と態度を高めることができたか話し合いの発言と道徳ノートの記述から判断する。




